
様式４－１

３．事業の趣旨・目的

　本県の女性活躍を推進するためには、①女性の起業支援事業、②女性のつながりサポート相談事業の実施が
必須である。

事業番号①について
・育児・介護などとの両立や就職氷河期の影響など様々な理由で自らの希望に沿った働き方ができていない女性
を対象に、起業を含めた多様な働き方について紹介し、自分の生活スタイルにあった就労に繋げる。

事業番号②について
・女性をめぐる課題は複雑化、多様化している。コロナ渦により様々な課題が顕著化したことで、女性活躍推進のた
めの基盤となる女性の生活や仕事が脅かされ、予期せぬ状況による孤独・孤立で不安や課題を抱える女性を適切
な相談支援等へとつなげていく仕組み作りが重要視されている。
・とりわけ、全国平均と比べ、非正規の職に就いている女性の割合の多い本県では、不安定な雇用状況にある「女
性」に対する影響は特に大きく、支援の必要性が高い。
・本県においては、孤独・孤立で不安や悩みを抱える女性を支援する民間団体は、シングル女性支援団体、シン
グルマザー支援団体ともに、県東部に結成されているのみであったが、本事業を活用し、県西部に新たな拠点を
設置し、東西にそれぞれ相談場所となる拠点ができた。それにより、特に県西部の相談者数は増加しているが、東
西に長く離島も有する本県においては、県内各地にきめ細やかな支援が行き届くには至っていない状況がある。
・このような環境にあり、様々な事情により支援につながっていない女性や、自らSOSの声を上げることが困難な女
性に寄り添いながら適切な相談機関と連携し、継続的な相談を行うことにより、必要な支援や自立に繋げていくた
めの適切なフォローアップが重要である。
・安心してSOSを発信してもらうためには、行政より身近な存在である民間団体との連携を図り、当該団体の知見を
活用しながら、「県内には女性支援の民間団体や、様々な相談機関があり、必ず誰かが寄り添ってくれる場所があ
る」というメッセージを届け続けることが重要である。
・こうした状況を踏まえ、引き続き、相談のきっかけづくりとして生理用品等の配布も行いながら、上記民間団体が開
催する相談会やアウトリーチ、SNS相談などにより、不安や悩みを抱える女性を早期発見し、しかるべき相談機関と
連携して支援することを目的とした事業を実施する。
・また、上記、離島中山間地域の方々の、周囲の目を気にして相談がしづらい状況に対処するための方策も講じ
る。

４．事業内容

事業番号①について
　育児や介護など様々な理由で自らの希望に沿った働き方ができていない女性等を対象に、以下の交流会・セミ
ナーを通じて、多様な働き方に関する情報提供を行うとともに、起業に関心のある女性の掘り起こし・起業マインド
の醸成を図り、創業支援機関（よろず支援拠点など）への相談に繋げる取組を実施した。

　各回終了後に希望者に個別相談にてフォローアップを実施。また連続セミナーの最終回にはビジネスプラン発
表会を開催。創業支援機関（しまね産業振興財団、島根県信用保証協会、日本政策金融公庫）による講評を実施
し、相談ブースも設け、支援機関へ繋いだ。

事業番号②について
・困難や不安を抱える女性に寄り添った支援を行うため、シングルマザーの支援団体等の知見を活用したきめ細か
い相談支援を実施し、社会との絆・つながりを回復させる。
・県内各地域において、不安や課題を抱える女性を幅広く対象とした相談会、若年女性や流産・死産・病気で子ど
もを亡くした女性等を対象とした相談交流会、ＳＮＳやリモート、メール等による相談対応、同じ悩みを抱える女性同
士が繋がる居場所づくりを実施。また、こうした催しに気軽に参加いただけるよう生理用品や衛生用品の配布も
行った。
・深刻な悩みや困難を抱える方については、継続的・定期的な相談・助言を実施するとともに、専門機関に繋げる
等、きめ細やかな支援を行った。
・相談会以外の時間においてもオンラインによる相談受付を行うほか、ＳＮＳの活用による情報発信、子育て支援拠
点等への働きかけにより、参加者の掘り起こしを行った。
・地域性により、”周囲の目を気にして催しに参加しづらい”などの状況に配慮し、ＳＮＳ等を活用した個別相談の充
実を図った。(SNS相談件数78件）
・各地域での相談体制の強化を図るため、相談を受ける支援員の育成・スキルアップを図った。
・県内の関係機関との連携を行うとともに、連携後の適切なフォローアップや自立に向けた継続的な支援を実施し
た。

地域女性活躍推進交付金実績報告書（都道府県分）

都道府県名：島根県　　　　　　　　　　

１．事業名 しまね女性の活躍推進事業

２．実施期間 令和７年４月１日　～　令和８年３月３１日



５－２．効果検証の概要

（アウトカム） 625社 （　R8末　） 416社 （R7.3月末）

（アウトカム） 500件以上 （R7年度末） 880件 （R7年度末）

（アウトカム） 90名 （R7年度末） 63名 （R7年度末）

（アウトカム） 625社 （R8年度） 407社
（　R7.3月末

）

７．今後の課題

事業番号①について
起業や副業など多様な働き方について紹介することで、自分の生活にあった就労につながることが期待できるが、
「働き続けやすい」と感じる女性の割合は約４割など、取組は十分ではなく、継続して幅広い多様な働き方を紹介し
支援につなげていく必要がある。

事業番号②について
・県内各地における相談体制が整いつつあるが、対面相談を希望しながらも様々な理由により相談会・交流会に参
加することが難しい方もいるため、アウトリ－チ支援の更なる取組強化が必要。
・幅広く女性の相談を受ける中でつながった若年女性等に対して支援を行うことが必要。
・相談者の自立に向けた継続的・専門的な支援やアフターフォローが必要。
・女性が抱える悩みは多様であり、そうした相談に対応する支援者の育成・スキルアップを図っていくことが重要。

８．事業の実施体制
　（連携の状況）

3.未達成

目標・ＫＰＩ

しまね女性の活躍応援企業
登録企業数

評価 評価の理由、事情等

3.未達成

県の最上位計画（島根創生計画）のKPIとして当該指標を設定してお
り、交付金事業との連携の他、令和６年度は積極的に出前講座をした
結果、登録企業数は順調に増えてきているが、目標値には達していな
いため。

目標・ＫＰＩ

５．事業の効果

事業番号①について
・セミナー開催後のアンケート結果、支援機関への聞き取りに基づき検証

事業番号②について
・相談交流会参加者向けアンケート実施及び団体公式ＬＩＮＥ登録者数等

目標値（時点）

６．目標達成度及び
　　達成状況に対する評価

（２）事業ＫＰＩ

（１）事業目標
（事業番号１）

評価

目標値（時点） 報告時（時点）

しまね女性の活躍応援企業
登録企業数

評価の理由、事情等

県の最上位計画（島根創生計画）のKPIとして当該指標を設定してお
り、交付金事業との連携の他、令和６年度は積極的に出前講座をした
結果、登録企業数は順調に増えてきているが、目標値には達していな
いため。

報告時（時点）

（１）事業目標
（事業番号２）

事業番号①について
・交流会、セミナーの実施により、起業につながる具体的な行動（ビジネスプラン策定や融資相談等）へつながっ
た。
・連続セミナー参加者のうち、支援機関へ具体的に個別相談したのは４名。

事業番号②について
・これまで支援が届かなかった地域に出向いたり、オンラインでの相談交流会を行うことで県内各地に在住する
様々な困難を抱える女性への支援を拡大できたこと。（相談交流会実施回数：両団体合計2７回（内オンライン相談
会３回））
・委託団体と悩みを抱える女性が繋がり、さらには悩みを抱える女性同士が定期的な相談会・交流会を通して繋が
ることで支援を必要とする女性にとって安心して相談できる場（相手）の確保ができたことや孤立防止に繋がったこ
と。
・委託団体と行政及び各地の支援団体との連携を深めることで、支援を必要としている方々の掘り起こしを行うこと
ができ、次年度に向けた新たな事業展開の足がかりとなったこと。
・相談につながりにくい方へ訪問相談によるアウトリーチ相談を行ったこと。
・市町村の担当者と連携し、市町村の行事で事業説明を行うなど連携強化を図った。

事業番号①について
委託事業の委託先　　※全部委託
・協同組合山陰キャリア開発

事業番号②について
委託事業の委託先　　※全部委託
・しんぐるまざぁず・ふぉーらむ出雲（島根）
・一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 報告時（時点）

シングルマザー支援団体にお
ける個別相談件数の増加

母子寡婦支援団体が実施
する相談会/交流会参加者
の増

交流会については、悪天候等の事情により当日欠席になるなど参加人
数は目標値を下回ったが、参加者からは好評いただいており次年度開
催要望も多いこと、個別相談件数については大幅に増加していることか
ら概ね達成と判断している。

評価の理由、事情等評価

2.概ね達成



９．経費の内訳 （単位：円）

事業
番号 個別事業名

公募要領の
取組例

予算措置年
度

交付決定事業 総事業費
（A=B+C+D)

本交付金
（B)

他の寄付金等
（C)

自己資金
（D)

備　　考

1 女性の起業支援事業 ４（２）
７年度当初予
算

６年度補正予
算

2,554,750 1,753,000 801,750

2
女性のつながりサポート
相談事業

６
７年度当初予
算

６年度補正予
算

4,889,890 3,667,000 1,222,890

0

0

合　　計 7,444,640 5,420,000 0 2,024,640

所属部署：政策企画局　女性活躍推進課
氏名：主任　槙原　尚樹
電話番号：0852-22-5245　　　　　　　　　　　　　　　電子メールアドレス：makihara-naoki2@pref.shimane.lg.jp

11．事業実施及び連携工程 様式４－１－１に記載

注６）本様式はＡ４で３枚以内としてください。また、適宜参考となる資料を添付してください。

注５）「９．経費の内訳」において「他の寄付金等」がある場合は、備考欄に内容が分かるよう記載してください。

注４）「９．経費の内訳」の「交付決定事業」について、「６年度補正予算」、「７年度当初予算」のいずれかを記載してください。

注３）「９．経費の内訳」の「予算措置年度」は、実施主体における予算措置状況について「６年度補正予算」、「７年度当初予算」のいずれかを記
載してください。

注２）「９．経費の内訳」の「公募要領の取組例」は、公募要領第２【取組例】（１）～（５）、第４【取組例】（１）～（５）、第５【取組例】（１）～（９）、第６又
は第７【取組例】（１）・（２）から選択してください。

注１）「９．経費の内訳」の「事業番号」及び「個別事業名」は、様式４－１－２と整合性をとって記載してください。

10．担当者名及び連絡先

mailto:makihara-naoki2@pref.shimane.lg.jp


様式４－１－２

都道府県名：　島根県　　　　　　　　　　

1

・経済団体、関係団体な
ど官民連携の考え方及
び具体的な連携主体・
連携方法
⇒要件③「官民連携」

・連携地方公共団体及
び具体的な連携方法
⇒要件③「地域連携」

・交付金事業間連携、他
施策との連携
⇒要件④「政策連携」

５－２．効果検証の概要

（アウトプット） 延べ100人 （　R8.3　） 延べ82人 （　R8.1　）
・交流会・セミナー延べ
参加者数

目標値（時点）

２．実施期間

地域女性活躍推進交付金実績報告書（都道府県分）　個別事業

事業番号

１．個別事業名

令和７年６月２７日　～　令和８年１月２７日

　女性の起業支援事業

報告時（時点）

３．個別事業費

４．個別事業の内容

・本県における官民連携の協働母体である「しまね働く女性きらめき応援会議」と連携し、民間のアイデア・
発想を活かした事業実施を検討するとともに、構成団体での当事者意識を醸成するよう心がけた。
・事例発表を行う先輩起業家や講師の選定や参加者の募集等について、商工会議所連合会、商工会連合
会、しまね産業振興財団、よろず支援拠点等と連携し取り組んだ。

・女性の活躍推進に向けて県と市町村で開催している地域別の担当者会議等を通じ、情報共有のうえ、市
町村を通じて事業の周知など広報面での協力を得た。

・「働く女性のスキルアップセミナー」（交付金事業以外）と連携することで、起業交流会・セミナー参加者に、
キャリアアップ等に関する多様な面からの情報提供ができる体制を構築し取り組んだ。
・女性専用就職相談窓口「レディース仕事センター」と連携し、起業に限らず、女性の希望に応じた多様な
働き方への支援体制を構築した。

【事業内容】
　育児や介護など様々な理由で自らの希望に沿った働き方ができていない女性等を対象に、以下の交流
会・セミナーを通じて、多様な働き方に関する情報提供を行うとともに、起業に関心のある女性の掘り起こ
し・起業マインドの醸成を図り、創業支援機関（よろず支援拠点など）への相談に繋げる取組を実施した。

(a)先輩起業家との交流会　「好きを仕事にするスモールステップ交流会」（全２回）
　９月14日　大田会場　参加者21名（アーカイブ視聴50回）
　９月21日　松江会場　参加者24名（アーカイブ視聴45回）

(b)起業を学ぶ連続セミナー「ミニ創業塾」（全４回）
　10月12日　参加者８名　※オンライン開催（アーカイブ視聴109回）
　10月26日　参加者11名（アーカイブ視聴83回）
　11月９日　参加者６名（アーカイブ視聴82回)
　11月23日　参加者12名（アーカイブ視聴52回）

　随時相談や質問に対応する等伴走型の支援を行ったほか、各回終了後に希望者に個別相談にてフォ
ローアップを実施。また連続セミナーの最終回には特に意欲の高い希望者による、ビジネスプラン発表会を
開催。創業支援機関（しまね産業振興財団、島根県信用保証協会、日本政策金融公庫）による講評を実施
しビジネスプランの磨き上げを支援したほか、会場内にそれぞれの支援機関との個別相談ブースを設置
し、より具体的な創業に向けた準備につながるよう支援した。

　　　　　　　２，５５４，７５０円

５．事業の効果

・交流会及び４回の連続セミナーを通じて、参加者の起業に向けた具体的な検討・行動につなげることがで
きた。
・交流会に続けて実施した連続セミナーでは、参加者自身のビジネスプランの作り込みや磨き上げをはじ
め、より具体的な起業に向けた準備・検討に取り組んだ。
　特に意欲が高い方や、準備・検討段階が具体的に進みつつある４名の方が参加者及び創業支援機関の
前でプラン発表をし、その後の創業支援機関への相談等へ繋がった。
・交流会、連続セミナーを通じて「いろんな方の話をきいて具体的に動くことができた」「横のつながりができ
てよかった」との声もあり、参加者同士のつながりもでき、今後の創業の広がりにも期待できる結果となって
いる。

・セミナー開催後のアンケート結果、支援機関への聞き取りに基づき検証

目標・ＫＰＩ



（アウトカム） 10人 （　R8.3　） ４人 （　R8.３　）

（　　　） - （　　　　　） - （　　　　　）

注１）「３．総事業費」の内容については、別途、単価、員数、日数等が分かる積算資料を添付してください。

注２）本様式はＡ４で２枚以内としてください。また、適宜参考となる資料を添付してください。

（２）事業ＫＰＩ

評価 評価の理由、事情等

2.概ね達成

・インフルエンザの流行や悪天候の影響を受け、子育て中の参加
者を中心に当日欠席が多く見られ参加者数は目標値に届かな
かったものの、参加申込者数は目標値を超える等、起業に関心の
ある女性の掘り起こし・起業マインドの醸成の一定の効果が見られ
た。
・受講者の満足度も高く、創業支援機関とも連携し支援へつなげる
ことができた。今後も関連機関と連携して、継続して創業支援を
行っていく。

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 報告時（時点）

-

評価 評価の理由、事情等

・交流会・セミナー参加
者のうち、支援機関への
相談に繋がった件数

７．今後の課題

・多様な働き方について紹介することで、自分の生活にあった就労につながることが期待できるが、県内の
「働き続けやすい」と感じる女性の割合は約４割など、取組は十分ではなく、継続して幅広い多様な働き方
を紹介し支援につなげていく必要がある。
・起業に向けたモチベーションの向上・維持のため、創業後間もない女性起業家も含め、セミナー等の参加
者同士や各支援機関等がより連絡・相談を密に取れるよう、今後更なるネットワーク形成の支援に取り組む
こととする。

６．目標達成度及び
　　達成状況に対する評価

（１）事業目標



様式４－１－２

都道府県名：　島根県　　　　　　　　　

2

・経済団体、関係団体な
ど官民連携の考え方及
び具体的な連携主体・
連携方法
⇒要件③「官民連携」

・連携地方公共団体及
び具体的な連携方法
⇒要件③「地域連携」

・交付金事業間連携、他
施策との連携
⇒要件④「政策連携」

５．事業の効果

○交流会に参加する相談者が抱える悩みは、経済面（物価高騰による家計への影響）・仕事と育児の両立
など多岐にわたっており、相談交流会後に助産師やＦＰ・カウンセラー等の専門職に繋ぐ事により、継続的
な支援を実施できた。
○市町町とのコラボにより、政策との連携や市町村が実施する地域の公民館等と連携した相談会が実施で
きた。
◯本事業につながる女性が増えてきたことで、相談者に対するアウトリーチの必要性や若年女性等への支
援の必要性も明らかになり、次年度の新たな事業展開の足がかりとなった。
●新たに8人の方に相談会・交流会へ参加していただくことができ、新規参加者には子どもと一緒に参加さ
れる方が多く、親子で安心して楽しめる場所であると共に、親同士が交流できたり、親と子がそれぞれにス
タッフに普段言えない悩みの相談ができたりと様々な交流ができた。
●屋外での活動は心の晴れる機会となり、孤独や不安をやわらげ、外に出る意欲を持たせることに繋がっ
た。
●アンケートにおいても、次回を楽しみにするといった声が多く寄せられるとともに、毎年度継続して参加し
ている方も多く、孤独や不安を抱える女性や子が外とのつながりを持ち、安心して相談や交流を行うことが
できる居場所として定着している。

・各市町村の女性相談、ひとり親福祉、男女共同参画、生活困窮支援等の各部署へ広報ほか開催支援の
協力要請。開催地市町村を中心に適宜連携。
・子育て支援拠点等へのチラシ配布、イベントでの広報。
・市町村役場の保健師と連携して、市町村行事等で事業説明やチラシ配布行った。

地域女性活躍推進交付金実績報告書（都道府県分）　個別事業

事業番号

１．個別事業名 女性のつながりサポート相談事業

２．実施期間 令和７年４月１日　～　令和８年３月３１日

３．個別事業費 　　　　　　　　　　　４，８８９，８９０　円

４．個別事業の内容

〇相談交流会の実施（出雲、大田、益田、津和野）　9回（参加人数：延べ104人）
〇相談交流会とは別に、天使ママ交流会（２回）、若年女性交流会（２回）、オンライン相談交流会（３回）を
実施
〇個別相談の実施　　計880件（内SNS相談78件）
〇公式ライン、Facebook、インスタグラム等SNS,メール等での周知
〇毎月の衛生用品等の配付
〇案内チラシの配布
〇オンライン相談カードの設置
〇公式LINE登録者：計270名以上
〇支援者育成のためのスキルアップ研修会
●相談・交流会の開催　計11回（松江3回、大田１回、益田７回）、参加者延べ63名（松江７名、大田9名、益
田47名）
●電話での相談対応
●案内チラシの配布、ＳＮＳ・折込チラシ等による周知・申込受付
●就業支援を必要とする方については、同会が実施する無料職業紹介等につなげる

・島根県内助産院、産婦人科助産師を講師（拠点）とし、相談交流会を実施した
・各助産師がその地域の公共施設等にチラシ配布を実施した
・子ども食堂、放課後デイサービス、学校・福祉連携推進教員、社会福祉協議会、お寺等、地域の支援者と
の連携が取れた



５－２．効果検証の概要

（アウトプット） 20回 （R7年度末） 39回 （R7年度末）

（アウトプット） 60件 （R7年度末） 78件 （R7年度末）

（アウトプット）
東西部各1
回以上

（R7年度末）
東西部各1
回

（R7年度末）

（アウトカム）

80名/8回

20名

（R7年度末）

（R7年度末）

R7実績：
56名/8回

R7実績：7名

（R7年度末）

（R7年度末）

（　　　） （　　　　　） （　　　　　）

７．今後の課題

〇継続して相談を受けるケースも増えており、市町村や社会福祉協議会との連携も更に必要
●広報媒体や作品を活用しての事業の周知、参加呼びかけの取組強化
●必要な支援に確実に繋げるための連携強化
●参加者の外に出る意欲を促すための取組の強化

目標値（時点） 報告時（時点）

評価 評価の理由、事情等

相談につながりにくい方
（※）へのアウトリーチの
実施
※様々な事情により、相
談会等に参加できない
方

シングルマザー支援団
体が実施するSNSによる
個別相談の強化

若年層を対象とした交流
会の実施

母子寡婦支援団体が中
山間地域等で主催する
相談会等参加者の増

母子寡婦支援団体が実
施する相談会/交流会の
新規参加者の増

評価 評価の理由、事情等

2.概ね達成

荒天や家庭の事情により当日欠席があり数値は目標値を下回った
相談会もあったが、参加者からは相談・交流の場として好評いただ
いており次年度開催要望も多いため、概ね達成と判断している

目標・ＫＰＩ

○各会場にてアンケート実施。全会場で満足度１００％と会に対する満足度は高かった。
◯本事業につながる女性が増えてきたことで、相談者に対するアウトリーチの必要性や若年女性等への支
援の必要性も明らかになり、次年度の新たな事業展開の足がかりとなった。
●中山間地の不便さや、ひとり親になって間もなく支援の情報が分からない、相談できる相手がいないなど
の悩みを持つ方に対し、同じ悩みを持つ方との交流や支援スタッフへの相談、自治体等の必要な支援の
情報提供などを行う場を設けることで、孤独や不安をやわらげ、外に出る意欲を持たせることができた。

６．目標達成度及び
　　達成状況に対する評価

（１）事業目標

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 報告時（時点）

（２）事業ＫＰＩ


